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見えないけれど・・・，見えるもの。９年目を迎え，大切にしたいこと。

（宮澤章二作※ 詩「行為の意味」の一節。） （写真：埼玉県羽生市立三田ケ谷小学校 HPより）

一人の高校生が階段を登るお年寄りに迷いながらも手を差し伸べる，電車の中でＯＬらし

き女性が妊婦さんに席を譲る，これらの映像とともに流れたメッセージは，東日本大震災後

に頻繁に放映されたＣＭのものです。皆さんも覚えているのではないでしょうか。

「思いやり」や「親切」は誰もが大切であることを分かっていても，いざその場面に「自分だ

ったらどうするか？」「思いやりのある行動をしてもらったら，どんな気持ちがするか？」「思い

やりのつもりが，親切の押し売りになっていないか？」と，迷いは生じるものです。

受け入れてもらえずうまくいかないかもしれませんが，「こころ」や「思い」を届けるべ

きときには，迷わず目に見える“かたち”にしたいものだと思っています。

宮澤章二（1919.6.11～2005.3.11）

詩人・作詞家

埼玉県羽生市出身。

校歌や合唱曲，童謡などの作詞

を多数手がけた。

校歌は埼玉県内を中心に３０

０校以上にのぼる。『ジングルベ

ル』の訳詩者としても知られる。

２０１３年，母校の羽生市立

三田ケ谷小学校に記念館が開設

された。

コメディアンの萩本欽一さんがこんなことを言っています。

「 心のこもった言葉を，たった一人の人に向かって言う。そこに思いやりや温かい空気が生まれる。 」
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